







現在少子 ・高齢 ・人口減少社会 とい う大 きな
社会変動に大都市の葬送空間はどの様に対応
してい くのか。大阪市の公設墓地を取 り上げ、



















の少子 ・高齢 ・人口減少という大 きな社会変
化に大都市は葬送空間としてどのように対応



















































大和 田 ・稗 島 ・佃 ・福 ・大野 ・御
幣 島 ・野里
三津屋 ・東三国 ・十八条 ・加島東
国次 ・大道 ・上新庄 ・山口
鶴橋 ・巽
森小 路 ・上辻 ・別所 ・北清水 ・生
江 ・江野
新 喜多 ・中浜 ・左専 道 ・関 目
今津
南 ・北 畠 ・奥大 原
安立南 ・住之江 ・安立 ・北島 ・南
加賀屋
住吉 ・千躰 ・西 長居 ・遠 里小野 ・
我孫子 ・杉本 ・山之 内 ・苅 田 ・庭
井 ・浅 香
松原 ・東長居 ・杭 全 ・今川 ・今 林





柄)と 南霊園(阿 倍野)は 大規模墓地 として












































































































(蒲生)の 七 ヶ所で、大阪城を中心 とした市
街地の周辺 に位置 していた。(図一1)







































































市 に180700m2の墓地造成に着手 した。そ し
て瓜破霊園は1940年(昭和15年)5月に、翌
年に服部霊園は1941年(昭和16年)4月にそ



























して きた。 しか し墓地利用者の激増によって、
この2つ の霊園 とも利用ができなくな り、市
民の新 しい需要に応えられなくなった。そ こ
で昭和34年度に瓜破霊園の隣接地を大阪市が
買収 し、都市計画事業 として新規拡張 を実施
することになった。1960年(昭和35年)3月
に都市計画決定を受けて、1960年(昭和35年)








年)度 に造成 し、す ぐに供用を開始 している。































阪南市箱作)に 、34haの用地 を買収 し、
1977(昭和52)年度から全体計画27500区画




が231000m2。敷地 の約4分 の1だ けが墓所
と して使 用 してい るだけで、 また一 霊地
3.025m2(縦2.75m、横1.1m)は均等区画で
仕切 られておらず、芝生で敷 き詰め られてい
る。また墓石はすべて洋型に統一されている。
(写真 一1)(図一4)





















































































たものか ら譲 り受けて、墓地 も経営す ること
になった。1982年(明治15年)7月に 「大阪
八弘株式会社」にしている。
















る。その一つが、その都市 を誰が創 って きた
かを墓碑 により知ることができる。
　南霊園は明治7年 の開設であ り、近代の黎























































































































































































































(南霊園)へ 移転 した跡地 に、す ぐに露天商
仲間を集めて夜店を出し、 さらに興行の許可











































都市開発に続いてい く。ここに移転 して きた
千 日墓地の跡地 も現在大阪 ミナ ミの繁華街を
形成 している。墓地は都市の発展に従って周















































形、大小 も多様であ り、家名 もあるが個人名
が彫刻 された石碑 も多 く、また奥津城など神
道系の形式、キリス ト教系の墓碑が多 く、明
治初期の離壇政策によるもの と考えられる。

























































対応 してきた。墓地の都市 における位置 と面
積は都市の人口増加と都市域の拡大 と連動 し
てお り、墓地の計画 ・設計 と墓地様式は、都
市計画における墓地の位置づけや、家族の制
度の理念や家族形態の変化 による意識の変化





という 〈個〉 と 〈群〉の関係は、家族の形態
と意識の変化により、墓 ・墓地の無形化、共
同化、有期限化の方向にあることを既に示 し









　現在 は都市の拡大 ・発展期か ら少子 ・高
齢 ・人口減少社会に直面 してお り、無縁化社
会が進行する。墓の無縁化が進めば都市の記
憶、記録 としての墓や墓地は消滅 してい く可
能性がある。それらの意味から、家族変化に
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A history of the city of Osaka seen from the 
    Transformations of its cemeteries 
       in a disconnected society
MAKIMURA Hisako
(Summary) 
 The graves and cemeteries of a big city have been undergoing significant transformations 
such as individualization, alienation and fluidity as a result of its modernization and 
urbanization. We also notice the recent appearance of shared or intangible and even time-
limited graves. This paper intends to analyze how a big city such as Osaka has been trying 
to maintain a space for cemetery in a society where a number of great social changes have 
occurred. Some changes had begun in the Meiji period  (1868  —1912) and the most important 
one in recent years has been the phenomenon called the aging and declining population. 
Therefore, our analysis tried to trace relations between the transformation of the public 
cemeteries and the social development of the city from the Meiji period to the present time, 
taking the examples of the cemeteries at Minamihama, Minami, Uriwari, Hattori and the 
Sennan Memorial Park. As a result, I found that the cemeteries and the epitaphs can serve as 
a means to know not only the life history of one person as an "individual" but also that of the 
"
group" of people who lived in the city in an increasingly disconnected society. This means 
that the study of the cemeteries and the graves is a part of urban history which registers and 
memorizes the development and changes of the city.
Keywords : cemetery, urban history, the city of Osaka, urbanization, disconnected society
